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令和５年１２月教育委員会定例会議事日程 

 

新潟市教育委員会 

日 時 令和５年１２月２６日（火） 午後３時３０分 開会 

場 所 新潟市役所ふるまち庁舎４階 教育会議室１ 

日 程 第１ 会議録署名委員の指名 

 

第２ 付議 

議案第１７号 通学区域の一部変更について・・・・・・・・・・・１ 

 

第３ 報告 

・令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について・・・１ 

・令和７年度（令和６年度実施）新潟市立学校教員（小学校教諭） 

 採用選考検査方法等の変更について・・・・・・・・・・・当日配付 

 

第４ 次回日程 

１月定例会 令和６年１月２３日（火）午前１０時３０分 
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議案第１７号 

 

通学区域の一部変更について 

 
新潟市立葛塚小学校と豊栄南小学校との統合に伴い、葛塚小学校の通学区域を次のとお

りとしたいため議決を求める。 
 

令和５年１２月２６日提出 
 

新潟市教育委員会 
教育長 井崎 規之 

 
 
 

通学区域の一部変更について 

 

１ 新潟市立葛塚小学校の通学区域 

現在の葛塚小学校の通学区域に豊栄南小学校の通学区域の全域（別紙資料及び別紙図

面に表示された地域）を加えた区域を葛塚小学校の通学区域とする。 

 

２ 通学区域変更の対象者 

施行期日以降、該当通学区域に居住する児童 

 

３ 通学区域変更の施行期日 

令和６年４月１日 
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葛塚小学校の通学区域（変更後） 

※変更箇所を下線部で示す。 

区 名 町 名 地 番 等 

北 区 浦 木 全 部 

上土地亀 ４４～５００，６３３～９４１－３，９５７－１， 

９６４～９７１，１０１８～２７７７ 

嘉 山 ２４３－２～８０１ 

嘉山１丁目 １番８号，９号，３２号～３８号，２番１８号～５１号， 

３番～６番 

嘉山２丁目 ５番，６番，８番，１０番１２号 

嘉山３丁目 ４番～１０番 

嘉山４～６丁目 全 部 

川西１～４丁目 全 部 

葛 塚 ９６～９７－７，９６２，１２４５－１～１３３４， 

２３２５～２３３１－３，２３３９－２， 

２３５２－３～２４５８，３２０１－６～３２６７－３， 

３２７０－１・２，３３００～３３９２， 

３８３１，５００２－２～５０６６ 

下土地亀 ３２９７－１～－６４，３３０５－１～－１７， 

３３１０－５，３４２４－５～－１３,３４２８， 

３４２８－６～－１３，３４３６－２，３４４０，３４４６－１ 

長 戸 全 部 

白新町１～４丁目 全 部 

前 新 田 乙２０－２，乙２１ 

美里１・２丁目 全 部 

柳原１丁目 ４番～１１番，１１番地～１３番地 

柳原２～７丁目 全 部 

内 沼 １５６～２０３３，甲（全部），乙（全部）， 

丁３２，丁３３，丁８０９～丁８８１ 

大 月 全 部 

岡 新 田 全 部 

上 大 月 全 部 

上 堀 田 全 部 

里 飯 野 全 部 

長 場 全 部 

別紙資料 

旧
豊
栄
南
小
通
学
区
域 
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新潟市立葛塚小学校 通学区域概図 （令和６年４月１日～） 

 
 

学級数・児童数の状況 

 令和５年度 令和６年度 

豊栄南小学校 ６学級 ５２人 
１９学級 ５１８人 

葛塚小学校 １７学級 ４８０人 

光晴中学校 １０学級 ３０６人 １０学級 ３０２人 

※ 令和５年度の児童生徒数・学級数は実数（特別支援学級を除く）。令和６年度は推計値。

（令和５年５月１日） 

別紙図面 

光晴中学校 

葛塚小学校 

豊栄南小学校 

令和 6 年 4 月 1 日から 

葛塚小学校の通学区域 

として設定する区域 
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上堀田自治会　5人

里飯野自治会　0人

上大月自治会　4人

大月自治会　11人

長場自治会　14人

内沼自治会6人

豊栄南小学校・葛塚小学校スクールバスルート（案）登校便

③内沼公民館

④大月公民館

内沼自治会　16人

浦木・長戸自治会　11人

①浦木公民館

①岡新田公民館

①観音堂前

葛塚小学校

④Ｈ氏宅前

令和6年度 児童数合計　74名

②ゲートボール場前

③大月神社

⑤大月下

⑥勘七新田

⑤長場（原商店）

②内沼４集会場

①消火栓小屋

上大月自治会　7人

③上大月上

②上大月下

 1号車　第1便　　　　　　①観音堂前→②ゲートボール場前→③上大月上→④H氏宅前→⑤長場（原商店）→葛塚小学校
　　　　第2便　　　　　　葛塚小学校→①消火栓小屋→②内沼4集会場→③内沼公民館→葛塚小学校
 2号車　第1便　　　　　（①岡新田公民館→）②上大月下→③大月神社→④大月公民館→⑤大月下→⑥勘七新田→葛塚小学校
　　　　第2便　　　　　　葛塚小学校→①浦木公民館→②長浦コミセン→葛塚小学校　

岡新田自治会　0人

②長浦コミセン

R5.9.29
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上堀田自治会　5人

里飯野自治会　0人

上大月自治会　4人

大月自治会　11人

長場自治会　14人

内沼自治会6人

豊栄南小学校・葛塚小学校スクールバスルート（案）下校便

③内沼公民館

⑤大月公民館

内沼自治会　16人

浦木・長戸自治会　11人

①浦木公民館

⑧岡新田公民館
⑧観音堂前

葛塚小学校

⑤Ｈ氏宅前

令和6年度 児童数合計　74名

⑦ゲートボール場前

⑥大月神社

④大月下

③勘七新田

④長場（原商店）

②内沼４集会場

①消火栓小屋

上大月自治会　7人

⑥上大月上

⑦上大月下

 1号車　　　　　　葛塚小学校→①消火栓小屋→②内沼4集会場→③内沼公民館→④長場（原商店）→⑤H氏宅前→　
　　　　　　　　　⑥上大月上→⑦ゲートボール場前→⑧観音堂前→葛塚小学校　　　　　　　　 　
 2号車　　　　　  葛塚小学校→①浦木公民館→②長浦コミセン→③勘七新田→④大月下→⑤大月公民館→
　　　　　　　　　⑥大月神社→⑦上大月下→（⑧岡新田公民館→）葛塚小学校

岡新田自治会　0人

R5.9.29

②長浦コミセン
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    令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について 
 

１ 調査の目的 

   子どもの体力の状況を把握・分析することと、その改善を図る。 
 

２ 調査の対象となる児童生徒 

  国・公・私立学校の以下の学年を原則として、全児童生徒を対象 

 （１）小学校調査  小学校、特別支援学校小学部 第５学年 

 （２）中学校調査  中学校、中等教育学校、特別支援学校中学部 第２学年 
 

３ 調査事項 

  実技に関する調査、質問紙調査（運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査） 
 

４ 令和５年度新潟市調査結果概要 

（１）小学校５年生 実技  ※（ ）は昨年度順位 

〔政令指定都市別〕全国１位（１位）    〔政令指定都市別〕全国１位（１位） 
 

（２）中学校２年生 実技  ※（ ）は昨年度順位 

〔政令指定都市別〕全国１位（１位）    〔政令指定都市別〕全国２位（４位） 

 

※中学校2年生では、シャトルランを持久走に置き換えて実施してもよいこととなっている

が、本市では全中学校が体力テストでシャトルランを行っている。 

R5.12.26 定例会資料  
新潟市教育委員会  
学校支援課  
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（３）質問紙調査 ※（ ）は昨年度数値 

①本市が全国平均を上回っている質問項目 

・健康三原則（運動、食事、休養または睡眠）への意識 

・体育や保健体育の学習時のICT活用の割合 

・ICT活用により運動の仕方がわかる、できると実感している児童生徒の割合 

②本市が全国平均を下回っている質問項目 

 ・運動やスポーツへの好感（中2女子） 

・体育や保健体育の授業への楽しさの実感（小5男子、中2男子・女子） 

 

（４）学校質問紙（新潟市の取組の実態） 

①自校の体力面の課題を焦点化し、計画的に体力向上ジャンプアップを実施 

（取組例） 

 ・校内で実技講習会を設定し、指導方法や授業マネジメントについて検討 

 ・体育的行事や児童会・生徒会活動とタイアップし、運動機会を拡充 

 ・健康増進・生活リズム改善のために、中学校区全校で共通した取組を実施 

②体育授業指導者研修会を行い、教員に指導法や理論を伝達 

③体育や保健体育の授業での多様な方法でのICT端末利用 

 

５ 調査結果から 

体育授業では、運動時間を大切にしながらも、ICT端末の活用については、自分の

動きを記録したり、作戦を共有したりする等、児童生徒が適切に利用の目的や方法

を判断し、主体的な学習が展開できるよう、研修会等で伝えていく。この主体的な

学習が、運動の好感や楽しさの実感に繋がると考える。 

政令指定都市における順位や体力テスト合計点の全国平均と比較すると、新潟市

は上位に位置しているが、コロナ前と比較すると小中男女とも体力得点は低い傾向

にある。（図５） 

しかし、いずれの校種でも下降

幅が減少、または上昇に転じてき

ていることから、市全体としては

コロナによる運動制限があった

時期の影響は少なくなってきて

いると考える。 

 

          （※得点基準は男女により異なる） 

点 
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令和５年度　全国体力・運動能力,運動習慣等調査

1 新潟市 53.74 新潟市 55.72 新潟市 43.92 千葉市 49.69

2 北九州市 53.38 北九州市 55.18 北九州市 43.46 新潟市 49.35

3 千葉市 53.32 千葉市 54.63 千葉市 42.65 浜松市 49.15

4 熊本市 52.90 熊本市 54.52 仙台市 42.11 静岡市 49.11

5 京都市 52.86 静岡市 54.30 浜松市 42.04 北九州市 48.65

6 福岡市 52.82 浜松市 54.09 静岡市 41.91 さいたま市 47.01

7 神戸市 52.69 さいたま市 53.82 熊本市 41.16 大阪市 46.99

8 仙台市 52.56 京都市 53.75 広島市 41.05 熊本市 46.53

9 静岡市 52.35 仙台市 53.74 京都市 40.87 京都市 46.47

10 さいたま市 52.10 神戸市 53.39 大阪市 40.79 広島市 46.25

11 浜松市 51.91 福岡市 53.19 福岡市 40.65 岡山市 46.09

12 広島市 51.89 広島市 52.96 岡山市 40.64 神戸市 46.00

13 川崎市 51.53 大阪市 52.67 さいたま市 40.46 福岡市 45.87

14 堺市 51.52 岡山市 52.65 堺市 39.90 仙台市 45.67

15 札幌市 51.32 川崎市 52.34 神戸市 39.78 堺市 45.05

16 岡山市 51.28 札幌市 52.26 横浜市 39.26 横浜市 44.15

17 大阪市 51.13 堺市 52.25 相模原市 38.82 川崎市 43.92

18 横浜市 51.11 名古屋市 51.94 名古屋市 38.60 名古屋市 43.90

19 相模原市 51.08 相模原市 51.74 札幌市 38.23 相模原市 43.62

20 名古屋市 50.25 横浜市 51.65 川崎市 38.12 札幌市 41.52

※１　体力テスト合計点・・・各種目の記録を点数化し,合計した点数の合計点

令和５年度　政令指定都市別　体力テスト合計点※１（速報）

中学校2年女子中学校2年男子小学校5年女子小学校5年男子

資料１
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※
例

年
、

学
校

で
「

体
力

向
上

ジ
ャ

ン
プ

ア
ッ

プ
」

の
計

画
に

基
づ

い
て

目
標

を
設

定
し

、
授

業
等

を
通

じ
て

児
童

生
徒

の
体

力
向

上
に

取
り

組
ん

で
い

る
学

校
が

多
い

。

※
互

い
の
体

の
動

き
や

試
合
の

様
子
を
撮

り
合

っ
て
改
善

や
作
戦

に
生

か
す
な
ど
、
授

業
で
IC
T
を
有

効
活

用
し
、
運
動

が
苦
手

な
児

童
生
徒

に
も
応

じ
た
授
業

づ
く
り
を
行

っ
て
い
る
。

※
設

問
２

、
設

問
７

等
の

問
に

つ
い

て
は

全
国

的
に

上
位

に
あ

り
、

健
康

的
な

生
活

を
送

ろ
う

と
す

る
意

識
が

見
ら

れ
る

。
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※
設

問
１

、
設

問
３

で
、

全
国

平
均

値
を

下
回

っ
た

項
目

（
数

値
細

字
）

が
あ

っ
た

。
「

で
き

る
」

「
わ

か
る

」
授

業
を

目
指

す
と

と
も

に
、

「
楽

し
さ

」
を

実
感

で
き

る
　

授
業

づ
く

り
が

求
め

ら
れ

る
。
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